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内容の要旨及び審査の結果の要旨
Typeｌインターフェロン（ＩＦＮ）は，Ｃ型慢性肝炎患者に対して肝細胞からＣ型肝炎ウイルス（HCV）を排除す
る目的で投与されている。ＩＦＮが標本細胞に対して作用を発現するためには，細胞表面に存在するreceptorに結合
することが必要であるが，肝組織におけるreceptorの発現とＣ型慢性肝炎の病態やＩＦＮ治療効果との関係は明らか
にされていない。本研究ではヒト肝癌由来培養細胞株とＣ型慢性肝炎患者の肝組織におけるＩＦＮα／βreceptor
mRNAの発現を解析し，Ｃ型慢性肝炎の病態やＩＦＮ治療効果との関連を検討した。
４種類のヒト肝癌由来培養細胞株とヒト肝組織におけるＩＦＮα／βreceptormRNAの発現をNorthernblotで解
析した結果，すべての細胞株とヒト肝組織で発現が認められた。Ｃ型慢性肝炎患者の肝組織におけるＩＦＮα/βreceptor
mRNAの発現をcompetitivePCRで解析した結果，全患者において発現が認められた。肝組織中ＩＦＮα／βreceptor
mRNAの発現は，HCV非感染患者に比べてＣ型慢性肝炎患者で高値であった。また肝硬変患者では慢性肝炎患者に
比べて肝組織中ＩＦＮα／βreceptormRNAの発現が低値であった。肝組織中ＩＦＮα／βreceptormRNAの発現レベ
ルと血清ALT値，血清2-5AS値，血中ＨＣＶウイルス量，HCVgenotypeとの間には有意な関連を認めなかった。ＩＦＮ
治療を受けたＣ型慢性肝炎患者において肝組織中ＩＦＮα／βreceptormRNAの発現レベルとＩＦＮ治療効果との関連
を検討した結果，ＩＦＮ著効例では非著効例に比べ肝組織中ＩＦＮα／βreceptormRNAの発現が有意に高値であった。
以上の結果からＣ型慢性肝炎患者の肝組織中ＩＦＮα／βreceptormRNAの発現がＩＦＮ治療効果に影響を与える宿主
側因子の１つであることが示唆された。また肝硬変患者における肝組織中ＩＦＮα／βreceptormRNAの発現レベル
が低いことは，肝線維化が進行した症例におけるＩＦＮ治療効果が低い原因の１つである可能性が示唆された。
本研究はＣ型慢性肝炎患者のＩＦＮ治療におけるＩＦＮ治療効果規定因子を明らかにしたものであり，より有効な
ＩＦＮ治療方法を考える上で有意義な論文と評価された。
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